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はじめに

　一般県道手取川自転車道線（手取キャニオンロー

ド）は１級河川手取川の河口部を起点とし、平野部

は手取川の堤防敷を利用し、山間部は北陸鉄道金名

線敷を利用して手取川ダム付近に至る４３.３�の自転

車道である。平成７年度より豊かな緑と自然を楽し

むことができる手取川渓谷部２１.４�をⅠ期区間とし

て、整備を行っている。

　この自転車道の中で手取川に架かる橋梁が金名橋

である。金名橋の建設にあたっては、地元の声を反

映させ、懐かしい旧鉄道橋の原風景を再現するトラ

ス橋とし、ちょうど同時期に解体撤去が予定されて

いた金沢市内の犀川に架かる御影大橋の鋼材をスク

ラップ処理せず、移設し再利用することとした。

事業の概要

�箇　　　所：石川県白山市中島町～広瀬町

�橋　　　種：歩道橋

�構　造　形　式：上部工；下路式単純ワーレントラス橋、

　　　　　　　下部工；逆T式橋台

�橋　　　長：７０.０m（支間長６８.５m）

�幅　　　員：４.０m

�上部工鋼重：２６９.７tf

　　　　　　　（再利用鋼重：１３５.６tf、新材鋼重：１３４.１tf）

�事　業　費：２７４百万円

�事業実施期間：平成１４年４月１日～平成１６年１１月２６日

事業の特徴

　金名橋は、１１４部材で構成されるが、御影大橋は１６６

部材であるため、使用する部材をパズルのように組

み合わせることができた。結果として９４部材を再利

用材とし、金名橋総鋼重の５０％を占めた。再利用す

ることにより、鉄くずを輸送、切断、加熱再生とい

った工程が不要となり、廃棄物そのものの排出を抑

制するとともに、加工工程の短縮により、CO2の排

出量が約２２０t－CO2（CO2換算値）削減される。これ

は直径２０�の高木約６,０００本が１年間に吸収するCO2

に相当する。

　解体する橋梁は、架設後５０年を経過していたため、

鋼材の材料試験を行い強度を確認するとともに、接

合は溶接を避け、ボルト結合とした。また、架設位

置は豪雪地帯であるため、積雪２mに耐えうるよう、

下弦材に外ケーブルを取付け、補強を行った。

おわりに

　金名橋は、鉄道廃線敷を自転車道にすることで、

地域の記憶や歴史を思い起こすことができる空間を

提供することができた。また、原風景と関連するト

ラス橋を移設再利用することにより、地域の小さな

構造物でも、CO2削減や環境負荷の低減に協力する

ことができた。
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